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    ※ 事故ゼロプランとは、交通事故
      が多発する特定の区間等に対して
      集中 的・重点 的に交通事故対策
      を実施することで、交通事故の撲
      滅を目指す取り組みです。

～１０万人あたり人身事故発生件数が５年連続全国最悪を脱却すべく 
平成２９年度第1回佐賀県道路交通環境安全推進連絡会議を開催～

問い合わせ先 

 国土交通省九州地方整備局 
 佐賀国道事務所 交通対策課 

〒849-0924 佐賀県佐賀市新中町５－１０ 
TEL：0952-32-1151 
FAX：0952-33-6963 

URL ⇒ http://www.qsr.mlit.go.jp/sakoku/ 

Plan

Do

Check

Action

事故要因分析 
事故対策立案 

対策実施 

整備効果の検証 

効果不足の分析 
追加対策の立案 ▲PDCAのマネジメントサイクル 

 平成29年10月11日にH29第1回佐賀県道路交通環境安全推進連絡会議を開催しました。 
この会議は交通管理者・道路管理者を委員として組織されており、佐賀大学や交通安全協会等

のアドバイザーを招いて、佐賀県の５年連続人口あたりの事故件数が全国最悪の状況を脱却し、

安全な交通環境の整備促進を目的としています。 
 今回は、平成27年度から取り組まれた国道34号のワースト３０箇所の対策実施状況、佐賀県の
交差点カラー化、佐賀市及び小城市の生活道路の対策状況、新たな直轄道路のワースト３２箇所
の選定について議論されました。 

全国最悪の状況を脱却するため、取組
を強化していきます 

会議の状況 

委員 佐賀県くらしの安全安心課    
 ソフト対策（ｽﾃｯｶｰの紹介） 

 委員 佐賀県警 交通規制課長 

    議長 佐賀国道事務所長 

皆さんの事業者の車
両にも是非「追突防
止」ステッカーを！ 

ｶﾗｰ舗装は非常に分かりすく、 
よい取組と運転手からも好評 

   ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
ﾄﾗｯｸ協会 
専務理事 

ﾜｰｽﾄ１脱却に向け
て各機関連携して
交通事故削減の取
組を強化していきま
しょう 

 生活道路対策においては住民
との協働が重要 

   ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
 （手前 堀川教授、 
奥 清田名誉教授） 

   ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
 （手前 堀川教授、 
奥 清田名誉教授） 


	様式１

